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交
流
コ
ー
ナ
ー
紹
介

　交流コーナーは、桐生市総合福祉センター正面玄関を入ってすぐのところにあり、開館時間内で
あれば誰でも自由に利用できるスペースです。
　利用の仕方は様々で、待ち合わせや打ち合わせのロビーとして
　おしゃべりや交流をすすめるサロンとして
　授産品の買い物ができる福祉アンテナショップとして
　「キッチンみなみ」で軽食や飲み物を注文すれば喫茶店として利用できます。福祉施設は、どう
しても関係者だけの施設となりがちですが、交流コーナーを一般市民の方々も利用することで、高
齢者や障害者等との自然な交流が広がることを期待しています。
☆キッチンみなみ営業時間：月～金曜日（土・日曜日を除く）午前10時～午後3時30分



事業収入 32,751
助成金収入 424,000
授産事業収入 456,325
受取利息配当金収入 840,423
寄附金収入 2,037,989
貸付事業等収入 2,107,000
施設整備等寄附金収入 2,500,000
雑収入 3,494,131

負担金収入 3,647,670

会費収入 3,863,910
利用料収入 4,039,400

共同募金配分金収入 4,150,079
積立預金取崩収入 5,083,504
補助事業等収入 5,626,313

私的契約利用料収入 12,503,099
その他の収入 18,611,110

受託金収入
73,506,111

運営費収入
81,586,330

経常経費補助金収入
148,015,172

自立支援費等収入
202,560,448

前期末支払資金残高
225,352,296

介護保険収入
297,590,887

人件費支出
562,479,617

流動資産評価額減等による
資金減少額等 46,597

助成金支出 2,479,560
貸付事業等支出 3,271,000
共同募金配分金事業支出 4,492,139

固定資産取得支出及び繰入支出 10,884,585

積立預金積立支出 22,427,402

事務費支出 30,667,228

その他の支出 35,748,620

事業費支出
160,144,879

収入合計
1,098,028,948

支出合計
832,641,627

☆収支差引額（265,387,321円）につきましては繰越金となります。

☆収支差引額（3,776,626円）に
　つきましては繰越金となります。

☆収支差引額（270,791,889円）に
　つきましては繰越金となります。
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平成21年度社会福祉法人  桐生市社会福祉協議会 決 算
　平成21年度の決算が、監事会を経て、平成22年5月28日に開催された理事会及び評議員会において
認定、承認されました。各会計の決算額につきましてはグラフのとおりです。

一般会計 （単位：円）

公益事業特別会計 （単位：円） 授産事業特別会計 （単位：円）

受取利息配当金収入 3,201
雑収入 352,403
前期末支払資金残高 3,606,986

私的契約利用料収入 3,974,868

固定資産取得支出
及び繰入支出 735,180

地域生活
支援事業収入

6,310,440

利用料収入 4,818,060

介護保険収入
15,939,280

受託金収入
16,392,000

経常経費補助金収入
38,535,381

事務費支出
11,684,249

人件費支出
29,102,898

事業費支出
44,633,666

収入合計
89,932,619

支出合計
86,155,993

受取利息配当金収入 30
寄附金収入 348,860
雑収入 1,439,860施設整備等補助金収入 6,470,000

補助事業等収入 18,255,991

事務費支出 11,555,606
積立預金積立支出 3,882,650

固定資産取得支出及び
繰入支出 10,015,612

授産事業収入
46,348,457

前期末支払資金残高
217,188,698

自立支援費等収入
246,924,142

事業費支出
30,269,998

授産事業支出
45,410,587

人件費支出
165,049,696

収入合計
536,976,038

支出合計
266,184,149



ご協力
ありがとう
ございました。
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本人会

『嵐』

　桐生市障害者相談支援室が実施する「教養講座」参加者30人
で今年3月に発足した本人会『嵐』が活動をスタートしました。
会員は、10歳代～60歳代の知的・精神・身体障害児者で構成
され、市行事への参加協力や社会貢献活動など自分たちで充実
した余暇活動を計画しています。6月には会員25人が、活動拠
点である総合福祉センター周辺の清掃活動で汗を流しました。
8月には桐生八木節まつり「まゆ玉ころがし大会」に出場し祭
を盛り上げました。会員自身の自立への意識も高まってきてお
り、今後は障害当事者同士が支え合うピアサポーターとしても
活動していく予定です。

　桐生市総合福祉センターが開所して、早くも一年半以上が経過し
ました。そこで過日、指定管理者として利用者の満足度を調査した
ところ、「職員の対応」「予約受付方法」「案内・表示」「駐車場」
「バリアフリー改修・安全」「器具・備品」「清潔度」について伺っ
た項目では、それぞれ５段階で＜非常に満足＞に相当する５、また
は＜満足＞の４と回答した人が多く、＜ほぼ満足＞に相当する３を
含めると、７割以上の人が満足されています。センターの全体評価
も、＜期待以上＞＜期待通り＞＜まあまあ満足＞で約８割を占め
ています。今後の運営については、＜設備、器具を充実させてほし
い＞との意見が一番多く、皆様からいただいた貴重なご意見は、今
後のサービス向上のために活かしていきたいと考えております。

総合福祉センターアンケート報告



地域福祉
活動計画
進行状況

桐生市地域福祉活動計画推進体制
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　桐生市地域福祉活動計画を推進するため、計画の進捗状況の把握、
評価及び見直しなどを行うことを目的とした「桐生市地域福祉活動
計画推進委員会」を設置し、6月 24日に第１回推進委員会を開催
しました。25名の委員に委嘱状を交付し、今後の進め方などを協議
しました。

　高齢者等の孤独感を解消するとともに、
日常生活に支援が必要である方々が、住
み慣れた地域で安心して暮らしていける
ことを目的とした「見守り活動推進事業」
（平成 22年度新規事業）を実施します。
　この事業は、地域住民によるボランテ
ィアが、高齢者等で見守りが必要な方の
自宅を訪問し安否を確認します。

平成22年度平成22年度
重点事項重点事項
平成22年度
重点事項

○支部長会議、民生委員児童委員協議会役員会で、事業概要、推進方
　法について説明しました。
○モデル地区を選定し実施していくため、各支部で協議していただく
　よう依頼しました。

進捗状況



沼 上の
保 園育
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初めてのお泊まり保育
　９月 3日（金）に「お泊まり保育」を行いました。初めての取り組みで、職員も子ども達も不
安と期待が入り交じる中での実施でしたが、「お泊まり保育」でどのようなことを子ども達に経験
させるのか、また、その中で大切にしたいことなどを全職員で話し合いました。そして、子ども
達の力になる楽しい経験とすることを確認しました。
　子ども達は、家族と離れて泊まる不安が、心の片隅にあったと思いますが、「カレーの作り方が
わからないけど、大丈夫かな？」、「カレーを作ったら外で食べようね」、「きもだめし、絶対やりた
いね」、「でも、あまり怖くない方がいいな」、「外で寝転がって星を観ようよ」、「花火もいいね」
と、不安を吹き飛ばすほどの勢いで、楽しい計画を立てていきました。

　最後はみんなで輪になり、花火をしまし
た。就寝時には泣いてしまう子もいるので
はないかと心配していましたが、みんなぐ
っすり朝まで眠り、目覚めたときの「はし
ゃぐ姿」がとても印象的でした。家族とは
離れていましたが、友達と一緒に泊まるこ
とができたという満足感を子ども達から感
じ取れました。
　今回の「お泊まり保育」は、保育園の楽
しかった思い出として、子ども達の心に残
ることでしょう。

　当日、夕焼け空の下で、子ども
達がカレーを作りました。保育園
の畑でとれたナスやニンジン、オ
クラを加えた「特製 夏野菜カレー」
が完成し、「家のカレーよりもお
いしい！」とみんな大絶賛でした。
夜には園庭で「きもだめし」を行
いました。友達二人で手をつなぎ、
「勇気のしるし」（ドーナツ）を取り
に行きました。怖かったと思いま
すが、友達がいたからこそ勇気が
湧いて、前に進むことができたの
だと思います。

「おいしいカレー、上手にできたよ！」

「朝の散歩、暑かったけど気持ちよかった！」
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平成22年度 共同募金
ご協力よろしくお願いします

　赤い羽根共同募金は、10月1日から12月31日を運動期間とする
「地域福祉のための募金」です。
　地域住民のみんなで支え合い、住み慣れた町で安心して暮らせ
るよう地域の福祉活動を支援しています。
　集まった寄付金は、民間の福祉施設や福祉団体、社会福祉協議
会が実施する事業など、民間の社会福祉に役立たれています。

■桐生市支会事務局（社会福祉協議会内　℡.46－4165）
■新里分会事務局　（新里支所内　　　　℡.74－8880）
■黒保根分会事務局（黒保根支所内　　　℡.96－2201）

詳しくは、各共同募金会事務局へお問い合わせください。

おたっしゃすてっき
贈呈事業の廃止について

高校生ボランティアスクール

　本年度も、夏休みの期間を利用した高校生ボランティアスクールを開催し、高校生195名の申込
みがありました。昨年度に引き続き、みどり市の高校生を受け入れ、とても賑やかな行事になりま
した。
　今年は記録的な猛暑と言われましたが、高校生達は様々な不安や期待を抱きながらの開講式・事
前研修、そして桐生市・みどり市の社会福祉施設、社会教育施設、児童館等のご協力のもと、それ
ぞれの施設で３日間のボランティア体験を行い、事後研修・閉講式と全５日間のカリキュラムを修
了しました。修了証を受け取った高校生達は初日の表情と比べ、とても清々しい、晴れやかな、そ
して一回りも二回りも成長した姿を見せてくれました。
　施設からもよく頑張ってくれました、積極的に関わってくれました、という感想も多くいただき
ました。

　「桐生みやま園」にある４施設の中の１つ、「みつみね寮」を紹介します。
「みつみね寮」は、家庭での生活が困難な身体障害のある方へ、障害の程度に合わせた、自立に
必要な生活支援及び作業支援を提供している身体障害者授産施設です。現在29名の方が入所し
ており、利用者の状態や状況に合わせた、２つの班に分かれ支援を提供しています。作業中心の
日課を行う班では、企業の協力によりモーター部品の組立やリサイクルハンガー拭きなどの軽作
業を出して頂き、日中活動として、作業を行っています。作業から得た収益は、利用者の皆さん
へ工賃として支給されます。生活支援中心の日課を行ってい
る班では、施設内の清掃や整備、身体機能の低下を防ぐ取組
など、身体と気持ちの安定を保つ支援を中心に行っています。
また、クラブ活動として、映画やグルメ、季節毎の外出など、
利用者の希望に応じた余暇活動を提供しております。
　在宅の身体障害者へのサービスとして、日中一時支援事業
や短期入所事業も行っております。

Volunteer school

　身体的機能が低下している高齢者に
対し、社会参加・地域交流の機会を支
援するため実施してきましたが、平成
22年8月31日に廃止しました。
　なお、在庫については対象者で希望
する人に配付します。

＊お問い合わせ：地域福祉係

ま 園やみ お問い合わせ 桐生みやま園
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要約筆記とは？

　手話を知らない中途失聴者や難聴者の方のための情報保障の一つで、話の内容、会議の進行、
講演の内容などをリアルタイムで文字通訳する筆記通訳のことです。
　人間が普通に話す速度は、1分間に300字程度ですが、書く速度は、手書きで1分間に60字
ぐらい、パソコンでも1分間に120字～150字です。時間的な遅れが出るため、ことばを要約
したり、置き換えたりする必要があります。
　要約筆記にはノートテイク、ＯＨＰ（オーバー・ヘッド・プロジェ
クター）、OHC（オーバー・ヘッド・カメラ）、パソコン要約筆記な
どがあります。
　本会では、桐生市から委託を受け、要約筆記者派遣事業を行って
います。　　　　　　　　　　＊お問い合わせ：障害者生活支援係

ふれあい花いっぱい事業

支
所

黒
保
根 支

所

新
里

◎　

・　

・　

支
部
社
協
事
業

■
ふ
れ
あ
い
花
い
っ
ぱ
い
事
業

　

平
成　

年
7
月
4
日
（
日
）、
ぐ
ん
ま

昆
虫
の
森
南
側
道
路
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
、
福
祉
作
業
所 

・
花
卉
研
究
会
の
協
力

を
得
て
、
町
内
小
・
中
学
生
並
び
に
保
護

者
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
民
の
方
々
等
2
0

0
名
で
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
サ
ル
ビ
ア
を

植
え
ま
し
た
。

■
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
９
０
２
名
へ

の
活
動
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
助
成
を
行
い
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
芸
能
発
表
大
会

 

・
輪
投
げ
大
会
・
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
等
の
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◎　

支
部
社
協
事
業

■
敬
老
事
業

　

9
月
上
旬
、
町
内
在
住
の　

歳
以
上
３

３
７
名
の
高
齢
者
の
方
へ
敬
老
の
お
祝
い

の
品
と
し
て
、
飴
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◎　

支
部
社
協
事
業

■
高
齢
者
交
流
会

　

平
成　

年
９
月　

日
（
月
）
桐
生
市
新

里
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
内
在
住

の　

歳
以
上
の
高
齢
者　

名
を
招
待
し
、

高
齢
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
大
間
々
警
察
署
生
活
安
全
課

長
の「
防
犯
の
お
話
」、
桐
生
市

新
里
黒
保
根
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
保
健
師
・
さ
く
ら
苑
理

学
療
法
士
に
よ
る
「
骨
折
転
倒

予
防
に
つ
い
て
」
の
講
話
、
余

興
と
し
て
、
３
B
体
操
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、

安
来
節
、
民
謡
等
を
み
て
い
た

だ
き
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎　

支
部
社
協
事
業

■
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

等
支
援
事
業

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
気
軽
に
出

か
け
ら
れ
る
場
所
で
開
催
さ
れ
、「
高
齢
者

が
地
域
で
い
き
い
き
と
元
気
で
暮
ら
せ
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
た
サ
ロ
ン
等
へ
助
成

を
行
っ
て
お
り
、　 

年
度
は
、　 

ヶ
所
へ

助
成
を
行
い
ま
し
た
。　

年
度
は
、
申
請

受
付
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1922 19

2021

20

21

22

22

27

95

75

65

11

22

21

75

◎　

支
部
事
業

■
福
祉
体
験
教
室

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業
で
、
日
頃

生
活
し
て
い
る
地
域
の
中
で
福
祉
事
業
を

体
験
・
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
一
層
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
助
け
合
い

や
支
え
合
う
心
を
育
て
る
も
の
で
、
社
会

福
祉
法
人
泰
和
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

し
み
ず
の
里
に
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協
力
い
た
だ
き
、
７
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日
（
木
）・　

日
（
金
）
に
実
施
し
ま
し

た
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■
米
寿
者
慶
祝
訪
問

　

高
齢
者
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
「
米

寿
者
慶
祝
訪
問
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
米
寿
者
（　

歳
）
宅
を　

支
部
の
役
員
が
表
敬
訪
問
し
、
慶
祝
状
及

び
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
長

寿
を
祝
う
も
の
で
、
今
年
は
９
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日

（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

■
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭

　

こ
の
事
業
は
、　

区
出
身
戦
没
者
の
御

霊
を
祭
り
慰
め
る
と
と
も
に
、
平
和
で
安

全
な
社
会
を
祈
る
も
の
で
す
。
本
年
度
は

　

月　

日
（
火
）、
黒
保
根
忠
霊
塔
を
会

場
に
、
戦
没
者
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
、
ご
来

賓
の
皆
さ
ま
多
数
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

執
り
行
い
ま
し
た
。 22
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デイサービス

センターでは

何ができるの？

Q1 リハビリ・

レクリエーショ
ンは

何をするの？

Q2

A1 送迎・健康チェック・
入浴・食事・リハビリ
・レクリエーションな
どのサービスを提供し
ています。

A2 健康体操、口腔ケア、平行棒を
使っての歩行訓練など機能訓練
を行います。また季節の行事や
誕生会、職員による演劇なども
行っています。

詳しくは下記施設にお気軽にお問い合わせください。
1日無料体験もできます。

美原デイサービス
☎43－4001
川内デイサービス
☎65－5800
境野デイサービス
☎46－5577
東デイサービス
☎47－5711
新里デイサービス
☎74－0088



この機関紙は共同募金配分金により発行されています。 ■印刷／太陽印刷工業株式会社

　桐生市歯科医師会では、自宅で寝たきりの人
や心身に障害があり、通院のできない人を対象
として、歯科訪問診療や受診相談などを行って
います。

　　　　　所定の申込用紙に記入して、歯科
医師会館（堤町3  　45－1397）へ。
所定用紙は歯科医師会館、介護高齢福祉課
（市役所1階）、健康課（保健福祉会館1階）
にあります。

申込み

　みどり市笠懸公民館内にある 『喫茶ぺちゃくちゃ』 は、 みどり市身体障害

者連盟が運営しています。 9 月にオープン 11 周年を迎えましたが、 その間

多くの関係者やお客様に支えられてきました。 毎週火曜日と水曜日の昼間

には、 隣接するみどり市障害者福祉センター （地域活動支援センター） の

利用者の皆さんが社会との交流の場として運営に参加しています。 利用者

の皆さんは、 配膳やテーブル拭きなどを通してお客様への接し方を学んだ

りお話を楽しんだりしています。 皆様もお近くにお越しの際には、 是非とも

お立ち寄りください。

このコーナーでは、みどり市社会福祉協議会からの
お知らせを掲載しています。

歯科訪問診療

喫茶
ぺちゃくちゃ

主なメニュ
ー

★エビピラフ
★ドライカレー
★焼きおにぎり

400円
400円
250円

★ホットコーヒー
★アイスコーヒー
　　　　　　など

250円
250円

一緒に楽しい汗
　　流しませんか？？

体験学習ボランティア

『かるがもの会』
会員
募集

　市内の小・中学校等を訪問し、車椅子操作、ブラ
インドウォーク、及び高齢者疑似体験の学習指導を
通し、思いやりの心、障害者・高齢者に対する理解
を深めるための活動を行っているボランティアグル
ープです。
　年齢不問、男性、経験のない方も大歓迎です。子
どもが好きな方、お待ちしています。興味のある方
はお気軽にお問い合わせください。

　10月3日に桐生市総合福祉センターにおい
て『笑顔のふれ愛！助けあい！』をスローガン
に、ふれ愛フェスティバルが開催されました。
　また、本年度は初めて生涯学習の団体の参
加もありました。天候にも恵まれ、約1,300
人の方々に来場していただき、各種団体等に
よる工夫を凝らした発表が行われました。
　子どもから大人まで楽しめるイベントとな
りました。活動日 要請に応じて活動しています。（主に平日昼間）

お問い合わせ 地域福祉係

第 16回

保健・福祉・医療・生涯学習
ふれ愛フェスティバル


